
















ら2012年の第 30回ロ ンドンまで途中 3回の中 1:を除




リス、 スイ スである。日本は41回参加 している。こn
まて、の夏冬合わせた金メタ守ル獲得数を見てみると、日本
は140個で 16番目である。ちなみにアメリカ 1070個、
ソビエ卜連邦 473個、イギリス 246個、ドイ ツ252個、
イタリア 236側、 フランス 233{岡、 中国213{Ijli、スウ
ェーデン 193個、 ロシア 182個などとなっている。
れを一回あたりの獲得数に換算すると、金メ夕、ルを獲得
している固での平均値は 3{I!~I で、ある 。 つまり 一回参加
すると数字上は 3個獲得できる。ところが、アメ リカ
は22個/回、ソ連 26個/回、東ドイツ 17個/回、ロ
シア 13個/回、中国 11個/回、 ドイツ 9{Ijlil/回、イ


























• • o 



























日本初の令メダリ ス トは 1928年のアムステルダム大会
における織田幹雄氏の陸上三段跳びである。このときも
う一人、鶴田義行氏が競泳 200m平泳ぎで金メタソレを取








は重量挙げ、 1， レスリング4，体操 6であり 、1972年
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